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自己遊離真皮脂肪片を用いた乳房温存術時一期的乳房再建の経験

芝木泰一郎, 森本典雄



乳癌手術治療における乳房温存手術の割合は増加の

一途を示しており，この背景には補助療法の進歩の他，

乳房温存・再建に対する患者の希望の高まりなどが伺

える。今回われわれは右ＡＢ領域に発生した乳癌症例

に対して，乳房温存手術と下腹部真皮脂肪片を用いた

乳房再建術の一期的施行を経験したので若干の文献的

考察を加え報告する。
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白要

症例は48歳の未婚・閉経前女‘性。病変はマンモグラフイ上，右乳腺ＡＢ領域に首座を置

く微小石灰化の区域性集族で，乳頭近傍までの進展が示唆された。CoreNeedleBiopsyの

結果DuctalCarcinomainsituであった。

手術に対し，患者は乳房温存術を希望し，さらに切除後の乳房再建も希望した。このた

め再手術の可能性などを含めた十分な術前説明を行い，InfbrmedConsentを得て，乳房温

存術および下腹部真皮脂肪片を用いた乳房再建を一期的に行った。術後経過は良好で，移

植した組織片の生着も，ＣＴにおけるＣＴ値の比較から問題ないと考えられた。また，術

後残存乳腺への照射も施行されたが，移植片への影響は見られなかった。

当科における乳房再建第１例となる本症例について，文献的考察を含めて報告する。
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ず。右乳頭より淡褐色の分泌物あり。

検査：血液・生化学検査に異常値なし。腫傷マー

カー（CA15-3，CEA，NCC-ST-439）に異常値なし。

乳頭分泌物中のＣＥＡ濃度（ラナマンモカードCEA，

日本化薬株式会社。東京）はlOOOng/mlと高値であっ

た。マンモグラフィ（以下ＭＭＧ）では，右ＡＢＥ領

域に小結節状の腫痛陰影を伴った大小不整微小石灰化

が区域性に認められ,カテゴリー５と診断した(図ｌ）。

乳腺超音波検査(以下ＵＳ)では不均一な石灰化を伴っ

た不整な低エコーの腫癌像が認められた（図２)。同

日この部分にCoreNeedlebiopsy（以下CNB）を施行

したところ，Ductalcarcinomainsitu（以下DCIS）の

診断であった。その他全身スクリーニングでは明らか

なリンパ節転移や遠隔転移を認めなかった。

手術：患者の強い意向から,乳房温存術(Bq(45。））

と下腹部遊離真皮脂肪片を用いた再建を一期的に施行

した（図３）。手術に先立ち，ＩＣＧ赤外線蛍光法によ

るセンチネルリンパ節生検を施行した。手術時間２時

間１６分，出血量85グラムであった。

術後経過：移植真皮脂肪片と皮膚の間に留置したド

レナージチューブは術後３日目に抜去された。術後８

日目にＵＳを，同１５日目に胸部ＣＴをそれぞれ施行し

はじめに

鱈愛

例症

患者：４８歳女‘性。

主訴：右乳房のしこり。

現病歴：平成20年３月に右乳房ＡＢ領域にしこりを

自覚。同年４月下旬に当院を受診。

生活歴・既往歴：未婚，未産婦。閉経前。既往歴に

特記すべきもの無し。

現症：身長152cm，体重53.8kg。右乳房ＡＢ領域中

心に不整な硬化を触知する。右I夜嵩リンパ節は触知せ
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